





International Education のデータによると 2012 年から
2013 年にかけての１年間の米国での日本人留学生の数























　本学では 2013 年 3 月 2 日（土）から 3月 25 日（月）
の約３週間の日程で英国の Plymouth で語学研修が行わ
れ、11 名の学生が参加した。これは 2005 年度以来、本




































れ、希望者 11 名が参加した。3週間の Plymouth 滞在
中は語学学校が提携する市内の一般家庭でホームステイ
をした。平日（実質 15 日間）は民間の語学学校におい








































































reading, writing, communication 等）の内、海外滞在に
よって listening と communication 力が向上することは
多くの研究者（Eguchi, 2010; 木村 , 2006; Matsumoto, 
2010）が報告している。本学の 2011 年の研修旅行の事
例を見ても、英語力全体での高い伸びは認識されなかっ
たものの、listening と communication 能力に関しては
成果が認められている（Mori, 2012）。今回のアンケー










listening と communication 力の向上に貢献したと実感
したようだ。中でも回答者７名が英語力向上の要因とし
てホームステイを挙げていることは注目に値する。多く
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